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ICANN59開催概要

2017年6月26日~29日

開催地：南アフリカ・ヨハネスブルグ

会場チェックイン数：1,353人

（うち498人がアフリカの参加者）

33%が初参加

236セッション、423時間
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ICANN59参加者アンケートの結果（抜粋、ICANN58との比較）

ICANN58 Community Feedback
https://meetings.icann.org/en/copenhagen58/icann58-community-feedback-03apr17-en.pdf
ICANN59 Community Feedback
https://meetings.icann.org/en/johannesburg59/icann59-community-feedback-24jul17-en.pdf

(ICANN58) (ICANN59)

https://meetings.icann.org/en/copenhagen58/icann58-community-feedback-03apr17-en.pdf
https://meetings.icann.org/en/johannesburg59/icann59-community-feedback-24jul17-en.pdf
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ICANN59で設けられたクロスコミュニティセッション
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堀田博文氏がマルチステークホルダー・エートス賞を受賞

Multistakeholder Ethos Award：2014年創設。マルチステーク
ホルダーモデルの重要性を理解し、ICANNの組織とコミュニ
ティの発展に大きく寄与したコミュニティメンバーを表彰

 2017年は堀田博文氏（JPRS）とPatricio Poblete氏（NIC 
Chile/University of Chile）が受賞、6月26日に授賞式

堀田さんPatricioさん
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特に注目を集めた
クロスコミュニティセッション
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GDPRがDNS業界に与える影響 (6/27)

 General Data Protection Regulation（GDPR）

 EU一般データ保護規則

 EU地域に存在する個人データの取り扱いを定めた規則。2018年5月に
施行予定

 GDPRはEU地域の個人のデータを処理するあらゆるエンティ
ティに影響
 DNS業界全体にも関係してくる

• 個人データに該当しそうな要素（例：登録者データ、トランザクションの
データ）

• データの処理に該当しそうな要素（例：エスクロー、保存、公開）

 ICANNでは現状についてcontracted partiesと対話、現行
WHOISにどのように関わってくるかについて検討（どのデータ
要素を保管する必要があるのか、など）
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Next-Gen RDSのポリシー要件 (6/26)

 セッションでは、次世代登録ディレクトリサービス（Next-Gen 
RDS）ポリシー策定プロセス（PDP）フェーズ1の提案書草
案および最小限の公開データセットについてのみ議論。

 フェーズ1
• gTLD登録データ要件の定義

• Next-Gen RDSは必要か、必要だとすればなぜ必要なのか

 フェーズ2
• Next-Gen RDSが要件を満たすために必要な機能の定義

 フェーズ3
• 既存のWHOISと共存し、最終的にはWHOISに置き換わるに

あたり、Next-Gen RDSのポリシーはどのように実装すべきか
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国名・地域名等の地理的名称TLDの保護 (6/27、6/29)
 セッションでは多種多様な観点から意見。議論の方向性を

定めるには至らず

 現状の保護
• 2文字コードはすべてブロック、ccTLDのために予約

• ISO 3166-1 alpha-3に掲載されている3文字コードは、gTLD
として申請受理されない

• 国名（とその翻訳）はブロック

• 首都、市、地方都市名など：政府の同意が必要

 GNSOの立場
• 2012年の新gTLDラウンドは制限が多すぎ

• 全ての3文字コードをgTLDとして使えるようにすべき

 GACの立場
• もっと制限すべき

 New gTLD Subsequent Procedure PDP WG内に地理的
名称を検討するためのワークトラック設置が検討されている
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Empowered Communityフォーラム (6/27)

 Empowered Community（EC）

 ICANNの支持組織と諮問委員会がICANNにおいてコミュニティの
権限を法的に執行する仕組み

 今回が設置以来初めてのフォーラム開催、コミュニティの監
視を実行

 ICANNのFundamental Bylaw改訂の承認に向けた審議

• ICANN再検討リクエストプロセスの責任を理事会ガバナンス委
員会から新たな理事会委員会に移管するため

• 理事会が改訂を承認すると、ECが改訂を支持するかどうか今
後決議する

 Empowered Community Webサイト

https://www.icann.org/ec

https://www.icann.org/ec


| 11| 11

ICANNの説明責任強化に関する動向
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ICANNの説明責任強化に関する検討は2段階

 ICANNの説明責任（アカウンタビリティ）強化については、
コミュニティ横断のワーキンググループ「CCWG-ACCT」に
おいて2段階で検討

 WorkStream1（完了）

• IANA機能監督権限移管提案と併せてコミュニティの権
限強化提案を策定

 WorkStream2（進行中）

• 移管後、長期的な説明責任のあり方を検討

• 課題ごとに9つのSubgroupに分かれ、検討を継続中

• https://community.icann.org/display/WEIA/WS2+-
+Enhancing+ICANN+Accountability+Home

https://community.icann.org/display/WEIA/WS2+-+Enhancing+ICANN+Accountability+Home
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CCWG-ACCTサブグループの進捗状況

https://community.icann.org/display/WEIA/WS2+Dashboard?preview=/63151029/69272896/WS2%
20Dashboard%20JUN-%205Jul17%20rev.pdf

Subgroupごとに随時意見募
集を実施。全体の整合性を確
認・調整のうえ、ひとつの提
案にまとめていく

https://community.icann.org/display/WEIA/WS2+Dashboard?preview=/63151029/69272896/WS2%20Dashboard%20JUN-%205Jul17%20rev.pdf
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ICANN59におけるCCWG-ACCTの議論と今後

 最も注目されたSubgroupは「Jurisdiction（ICANNの法管轄）」

 中国・ロシア等の一部の国は、ICANNが米国の法管轄下にあることに
懸念を表明

 他方、 CCWG-ACCTのCo-Chairは、既存の法管轄を基本とした対応
検討を強く推奨

 現行の法管轄のもとで具体的課題への対応を検討する、という方向性で
継続議論に

 ICANN2018会計年度（2018年6月30日まで）中の提案策定
および各支持組織・諮問委員会の承認を目指す
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その他
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2019年3月、ICANN64を神戸で開催

 2019年3月9日から14日まで開かれるICANN64の開催地
として、 兵庫県神戸市を選定したとICANNが発表

 日本でのICANN会議開催は、 2000年7月のICANN6
（横浜）以来2度目
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コンプライアンス関連の日本語情報を追加

 ドメイン名更新通知に関する苦情申し立て - インフォグラフィック

 失われたドメイン名について - Webページ
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ICANNの意見募集（2017年8月4日現在）

 GNSO運営手順・ICANN付属定款GNSO関連条項の改訂案

 ICANN付属定款（Bylaws）の変更にともない、GNSOの運営手順および
ICANN付属定款のGNSO関連条項を見直し。改訂案について、現在意
見を募集中

 意見受付締切：2017年8月11日 08:59 JST

※ICANN意見募集アーカイブ：https://www.icann.org/public-comments

https://www.icann.org/public-comments
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次回ICANN会議 – ICANN60

 2017年10月28日～11月3日

 開催地：アラブ首長国連邦・アブダビ

 詳細： https://meetings.icann.org/en/abudhabi60

https://meetings.icann.org/en/abudhabi60
https://meetings.icann.org/en/abudhabi60
https://meetings.icann.org/en/abudhabi60


Visit us at icann.org

japan.liaison@icann.org

ご清聴ありがとうございました
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